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(57)【要約】
　本技術は、ソフトウェア更新前と更新後の画像を容易
に比較することができるようにする手術用画像処理装置
、画像処理方法、及び、手術システムに関する。
画像処理部は、術部画像に、ソフトウェアによる画像処
理を施し、表示制御部は、画像処理が施された術部画像
の表示を制御する。画像処理部は、術部画像にソフトウ
ェア更新前の画像処理を施した更新前処理画像と、術部
画像にソフトウェア更新後の画像処理を施した更新後処
理画像とを生成し、表示制御部は、更新前処理画像およ
び更新後処理画像の少なくともいずれか一方の少なくと
も一部の表示を制御する。本技術は、内視鏡手術システ
ムのＣＣＵに適用することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　術部画像に、ソフトウェアによる画像処理を施す画像処理部と、
　前記画像処理が施された前記術部画像の表示を制御する表示制御部と
　を備え、
　前記画像処理部は、前記術部画像に前記ソフトウェア更新前の前記画像処理を施した更
新前処理画像と、前記術部画像に前記ソフトウェア更新後の前記画像処理を施した更新後
処理画像とを生成し、
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像の少なくともいずれ
か一方の少なくとも一部の表示を制御する
　手術用画像処理装置。
【請求項２】
　前記画像処理部は、前記ソフトウェア更新前の前記画像処理と前記ソフトウェア更新後
の前記画像処理とを並行して行う
　請求項１に記載の手術用画像処理装置。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像と前記更新後処理画像とを、１つの画面に同時
に表示させる
　請求項１に記載の手術用画像処理装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、ユーザの操作に応じて、前記画面における前記更新前処理画像およ
び前記更新後処理画像の表示サイズを調整する
　請求項３に記載の手術用画像処理装置。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像と前記更新後処理画像とを、それぞれ異なる表
示装置に表示させる
　請求項１に記載の手術用画像処理装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像のうちユーザに選択
された方を表示させる
　請求項１に記載の手術用画像処理装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像と前記更新後処理画像とを、所定の比率で画素
毎に加算して表示させる
　請求項１に記載の手術用画像処理装置。
【請求項８】
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像の第１の領域と、前記更新後処理画像の前記第
１の領域以外の第２の領域とを合成して表示させる
　請求項１に記載の手術用画像処理装置。
【請求項９】
　前記第１の領域は、画面が左右に２分割された一方の領域であり、
　前記第２の領域は、前記画面が左右に２分割された他方の領域である
　請求項８に記載の手術用画像処理装置。
【請求項１０】
　前記第１の領域は、画面の中心を含む中心領域であり、
　前記第２の領域は、前記画面における前記中心領域より外側の周縁領域である
　請求項８に記載の手術用画像処理装置。
【請求項１１】
　前記第１の領域と前記第２の領域との境界は、ユーザの操作により決定される
　請求項８に記載の手術用画像処理装置。
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【請求項１２】
　前記更新前処理画像と前記更新後処理画像の差分を演算する差分演算部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記差分が所定値より大きい場合、その旨を報知する情報の表示を
制御する
　請求項１に記載の手術用画像処理装置。
【請求項１３】
　前記画像において所定のシーンを検出するシーン検出部をさらに備え、
　前記表示制御部は、検出された前記シーンについて、前記更新前処理画像および前記更
新後処理画像のうちのユーザに選択された方を表示させる
　請求項１に記載の手術用画像処理装置。
【請求項１４】
　検出された前記シーンの特徴量を抽出する特徴量抽出部と、
　抽出された前記特徴量と、検出された前記シーンについて、前記更新前処理画像および
前記更新後処理画像のうちの前記ユーザに選択された方を示す選択情報とを対応付けて、
履歴情報として記録する記録制御部とをさらに備える
　請求項１３に記載の手術用画像処理装置。
【請求項１５】
　前記履歴情報に基づいて、前記シーンの前記特徴量毎に、検出された前記シーンについ
て、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像のうちのいずれが前記ユーザに選択さ
れたかを学習する学習部をさらに備える
　請求項１４に記載の手術用画像処理装置。
【請求項１６】
　他の画像において検出された所定のシーンの前記特徴量に対応する学習結果を照会する
照会部をさらに備え、
　前記表示制御部は、照会された前記学習結果に基づいて、前記他の画像における前記所
定のシーンについて、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像のうちのいずれかを
表示させる
　請求項１５に記載の手術用画像処理装置。
【請求項１７】
　術部画像に、ソフトウェアによる画像処理を施す画像処理部と、
　前記画像処理が施された前記術部画像の表示を制御する表示制御部と
　を備える手術用画像処理装置が、
　前記術部画像に前記ソフトウェア更新前の前記画像処理を施した更新前処理画像と、前
記術部画像に前記ソフトウェア更新後の前記画像処理を施した更新後処理画像を生成し、
　前記更新前処理画像および前記更新後処理画像の少なくともいずれかの少なくとも一部
の表示を制御する
　ステップを含む画像処理方法。
【請求項１８】
　術部画像を取得する手術用撮像装置と、
　前記術部画像に、ソフトウェアによる画像処理を施す画像処理部と、
　前記画像処理が施された前記術部画像の表示を制御する表示制御部と
　を有する手術用画像処理装置と
　を備え、
　前記画像処理部は、前記術部画像に前記ソフトウェア更新前の前記画像処理を施した更
新前処理画像と、前記術部画像に前記ソフトウェア更新後の前記画像処理を施した更新後
処理画像とを生成し、
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像の少なくともいずれ
か一方の少なくとも一部の表示を制御する
　手術システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本技術は、手術用画像処理装置、画像処理方法、及び、手術システムに関し、特に、ソ
フトウェア更新前と更新後の画像を容易に比較することができるようにする手術用画像処
理装置、画像処理方法、及び、手術システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡手術システムにおいては、内視鏡により撮像された信号に各種の画像処理が施さ
れる。これらの画像処理はソフトウェアにより実現され、ＧＰＵなどのプロセッサが所定
のプログラムに従って動作することにより、これらの画像処理を実行する。
【０００３】
　特許文献１には、通信回線を介して、ソフトウェアの更新などのメンテナンスを行う内
視鏡システムが開示されている。
【０００４】
　このようなソフトウェアの更新によれば、画像処理の更新や追加を容易に行うことがで
きる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２２６１６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、ソフトウェアの更新により画像処理の更新や追加が行われた場合、ソフ
トウェアの更新前と更新後とで、画像の画質が変化することがある。このような場合、医
師は、画質が変化する前の画像と、画質が変化した後の画像とを比較したいこともある。
【０００７】
　本技術は、このような状況に鑑みてなされたものであり、ソフトウェア更新前と更新後
の画像を容易に比較するようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本技術の手術用画像処理装置は、術部画像に、ソフトウェアによる画像処理を施す画像
処理部と、前記画像処理が施された前記術部画像の表示を制御する表示制御部とを備え、
前記画像処理部は、前記術部画像に前記ソフトウェア更新前の前記画像処理を施した更新
前処理画像と、前記術部画像に前記ソフトウェア更新後の前記画像処理を施した更新後処
理画像とを生成し、前記表示制御部は、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像の
少なくともいずれか一方の少なくとも一部の表示を制御する。
【０００９】
　前記更新前処理画像と前記更新後処理画像の差分を演算する差分演算部をさらに設け、
前記表示制御部には、前記差分が所定値より大きい場合、その旨を報知する情報の表示を
制御させることができる。
【００１０】
　前記画像において所定のシーンを検出するシーン検出部をさらに設け、前記表示制御部
には、検出された前記シーンについて、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像の
うちのユーザに選択された方を表示させることができる。
【００１１】
　検出された前記シーンの特徴量を抽出する特徴量抽出部と、抽出された前記特徴量と、
検出された前記シーンについて、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像のうちの
前記ユーザに選択された方を示す選択情報とを対応付けて、履歴情報として記録する記録
制御部とをさらに設けることができる。
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【００１２】
　前記履歴情報に基づいて、前記シーンの前記特徴量毎に、検出された前記シーンについ
て、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像のうちのいずれが前記ユーザに選択さ
れたかを学習する学習部をさらに設けることができる。
【００１３】
　他の画像において検出された所定のシーンの前記特徴量に対応する学習結果を照会する
照会部をさらに設け、前記表示制御部には、照会された前記学習結果に基づいて、前記他
の画像における前記所定のシーンについて、前記更新前処理画像および前記更新後処理画
像のうちのいずれかを表示させることができる。
【００１４】
　本技術の画像処理方法は、術部画像に、ソフトウェアによる画像処理を施す画像処理部
と、前記画像処理が施された前記術部画像の表示を制御する表示制御部とを備える画像処
理装置が、前記術部画像に前記ソフトウェア更新前の前記画像処理を施した更新前処理画
像と、前記術部画像に前記ソフトウェア更新後の前記画像処理を施した更新後処理画像を
生成し、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像の少なくともいずれかの少なくと
も一部の表示を制御するステップを含む。
【００１５】
　本技術の手術システムは、術部画像を取得する手術用撮像装置と、前記術部画像に、ソ
フトウェアによる画像処理を施す画像処理部と、前記画像処理が施された前記術部画像の
表示を制御する表示制御部とを有する手術用画像処理装置とを備え、前記画像処理部は、
前記術部画像に前記ソフトウェア更新前の前記画像処理を施した更新前処理画像と、前記
術部画像に前記ソフトウェア更新後の前記画像処理を施した更新後処理画像とを生成し、
前記表示制御部は、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像の少なくともいずれか
一方の少なくとも一部の表示を制御する。
【００１６】
　本技術においては、前記術部画像に前記ソフトウェア更新前の前記画像処理を施した更
新前処理画像と、前記術部画像に前記ソフトウェア更新後の前記画像処理を施した更新後
処理画像が生成され、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像の少なくともいずれ
かの少なくとも一部の表示が制御される。
【発明の効果】
【００１７】
　本技術によれば、ソフトウェア更新前と更新後の画像を容易に比較することが可能とな
る。なお、ここに記載された効果は必ずしも限定されるものではなく、本開示中に記載さ
れたいずれかの効果であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】内視鏡手術システムの概略的な構成の一例を示す図である。
【図２】カメラヘッドおよびＣＣＵの機能構成の一例を示すブロック図である。
【図３】第１の実施の形態の画像処理装置の機能構成例を示すブロック図である。
【図４】術部画像表示処理について説明するフローチャートである。
【図５】更新後処理画像および更新前処理画像の表示例を示す図である。
【図６】更新後処理画像および更新前処理画像の表示例を示す図である。
【図７】更新後処理画像および更新前処理画像の表示例を示す図である。
【図８】更新後処理画像および更新前処理画像の表示例を示す図である。
【図９】第２の実施の形態の画像処理装置の機能構成例を示すブロック図である。
【図１０】第３の実施の形態の画像処理装置の機能構成例を示すブロック図である。
【図１１】術部画像表示処理について説明するフローチャートである。
【図１２】更新後処理画像および更新前処理画像の表示例を示す図である。
【図１３】第４の実施の形態の画像処理装置の機能構成例を示すブロック図である。
【図１４】術部画像表示処理について説明するフローチャートである。
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【図１５】第５の実施の形態の画像処理装置の機能構成例を示すブロック図である。
【図１６】術部画像表示処理について説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本開示を実施するための形態（以下、実施の形態とする）について説明する。な
お、説明は以下の順序で行う。
【００２０】
　１．内視鏡手術システムの概要
　２．ソフトウェアの更新について
　３．第１の実施の形態
　４．第２の実施の形態
　５．第３の実施の形態
　６．第４の実施の形態
　７．第５の実施の形態
【００２１】
＜１．内視鏡手術システムの概要＞
　まず、本技術が適用される内視鏡手術システムの概要について説明する。
【００２２】
　図１は、本開示に係る技術が適用され得る内視鏡手術システム１００の概略的な構成の
一例を示す図である。
【００２３】
　図１には、術者（医師）１６７が、内視鏡手術システム１００を用いて、患者ベッド１
６９上の患者１７１に手術を行っている様子が示されている。内視鏡手術システム１００
は、内視鏡１０１、その他の術具１１７、内視鏡１０１を支持する支持アーム装置１２７
、および、内視鏡下手術のための各種の装置が搭載されたカート１３７から構成される。
【００２４】
　内視鏡下手術では、腹壁を切って開腹する代わりに、トロッカ１２５ａ乃至１２５ｄと
呼ばれる筒状の開孔器具が腹壁に複数穿刺される。そして、トロッカ１２５ａ乃至１２５
ｄから、内視鏡１０１の鏡筒１０３や、その他の術具１１７が患者１７１の体腔内に挿入
される。図１の例では、その他の術具１１７として、気腹チューブ１１９、エネルギー処
置具１２１、および鉗子１２３が、患者１７１の体腔内に挿入されている。エネルギー処
置具１２１は、高周波電流や超音波振動により、組織の切開および剥離、または血管の封
止等を行う処置具である。ただし、図示する術具１１７はあくまで一例であり、術具１１
７として、例えば鑷子やレトラクタ等、一般的に内視鏡下手術において用いられる各種の
術具が用いられてよい。
【００２５】
　内視鏡１０１によって撮影された患者１７１の体腔内の術部の画像が、表示装置１４１
に表示される。術者１６７は、表示装置１４１に表示された術部の画像をリアルタイムで
見ながら、エネルギー処置具１２１や鉗子１２３を用いて、例えば患部を切除する等の処
置を行う。なお、図示はしないが、気腹チューブ１１９、エネルギー処置具１２１および
鉗子１２３は、手術中に、術者１６７または助手等によって支持される。
【００２６】
　支持アーム装置１２７は、ベース部１２９から延伸するアーム部１３１を備える。アー
ム部１３１は、関節部１３３ａ，１３３ｂ，１３３ｃ、およびリンク１３５ａ，１３５ｂ
から構成されており、アーム制御装置１４５の制御により駆動される。アーム部１３１に
よって内視鏡１０１が支持され、その位置および姿勢が制御される。これにより、内視鏡
１０１の安定的な位置の固定が実現される。
【００２７】
　内視鏡１０１は、先端から所定の長さの領域が患者１７１の体腔内に挿入される鏡筒１
０３と、鏡筒１０３の基端に接続されるカメラヘッド１０５（撮像装置）とから構成され
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る。図１の例では、硬性の鏡筒１０３を有するいわゆる硬性鏡として構成される内視鏡１
０１が示されているが、内視鏡１０１は、軟性の鏡筒１０３を有するいわゆる軟性鏡とし
て構成されてもよい。
【００２８】
　鏡筒１０３の先端には、対物レンズが嵌め込まれた開口部が設けられている。内視鏡１
０１には光源装置１４３が接続されており、光源装置１４３によって生成された光が、鏡
筒１０３の内部に延設されるライトガイドによって鏡筒１０３の先端まで導光され、対物
レンズを介して患者１７１の体腔内の観察対象に向かって照射される。なお、内視鏡１０
１は、直視鏡であってもよいし、斜視鏡または側視鏡であってもよい。
【００２９】
　カメラヘッド１０５の内部には光学系および撮像素子が設けられており、観察対象から
の反射光（観察光）が光学系によって撮像素子に集光される。撮像素子によって観察光が
光電変換され、観察光に対応する電気信号、すなわち観察像に対応する画像信号が生成さ
れる。画像信号は、ＲＡＷデータとしてカメラコントロールユニット（ＣＣＵ：Camera C
ontrol Unit）１３９に送信される。カメラヘッド１０５には、その光学系を適宜駆動さ
せることにより、倍率および焦点距離を調整する機能が搭載される。
【００３０】
　なお、例えば立体視（３Ｄ表示）等に対応するために、カメラヘッド１０５には撮像素
子が複数設けられてもよい。この場合、鏡筒１０３の内部には、複数の撮像素子のそれぞ
れに観察光を導光するために、リレー光学系が複数系統設けられる。
【００３１】
　カート１３７には各種の装置が搭載される。
【００３２】
　ＣＣＵ１３９は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）やＧＰＵ（Graphics Processing
 Unit）、さらにはＧＰＧＰＵ（General Purpose computing on ＧＰＵ）等によって構成
され、内視鏡１０１および表示装置１４１の動作を統括的に制御する。具体的には、ＣＣ
Ｕ１３９は、カメラヘッド１０５から受け取った画像信号に対して、例えば現像処理（デ
モザイク処理）等の、その画像信号に基づく画像を表示するための各種の画像処理を施す
。ＣＣＵ１３９は、画像処理を施した画像信号を表示装置１４１に提供する。また、ＣＣ
Ｕ１３９は、カメラヘッド１０５に対して制御信号を送信し、その駆動を制御する。制御
信号には、倍率や焦点距離等、撮像条件に関する情報が含まれ得る。
【００３３】
　表示装置１４１は、ＣＣＵ１３９からの制御により、ＣＣＵ１３９によって画像処理が
施された画像信号に基づく画像を表示する。内視鏡１０１が例えば４Ｋ（水平画素数３８
４０×垂直画素数２１６０）または８Ｋ（水平画素数７６８０×垂直画素数４３２０）等
の高解像度の撮影に対応したものである場合、および／または３Ｄ表示に対応したもので
ある場合には、表示装置１４１としては、それぞれに対応して、高解像度の表示が可能な
もの、および／または３Ｄ表示可能なものが用いられ得る。４Ｋまたは８Ｋ等の高解像度
の撮影に対応したものである場合、表示装置１４１として５５インチ以上のサイズのもの
を用いることで一層の没入感が得られる。また、用途に応じて、解像度、サイズが異なる
複数の表示装置１４１が設けられてもよい。
【００３４】
　光源装置１４３は、例えばＬＥＤ（Light Emitting Diode）等の光源から構成され、術
部を撮影する際の照射光を内視鏡１０１に供給する。
【００３５】
　アーム制御装置１４５は、例えばＣＰＵ等のプロセッサによって構成され、所定のプロ
グラムに従って動作することにより、所定の制御方式に従って支持アーム装置１２７のア
ーム部１３１の駆動を制御する。
【００３６】
　入力装置１４７は、内視鏡手術システム１００に対する入力インタフェースである。ユ
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ーザは、入力装置１４７を介して、内視鏡手術システム１００に対して各種の情報の入力
や指示入力を行うことができる。例えば、ユーザは、入力装置１４７を介して、患者の身
体情報や、手術の術式についての情報等、手術に関する各種の情報を入力する。また、例
えば、ユーザは、入力装置１４７を介して、アーム部１３１を駆動させる旨の指示や、内
視鏡１０１による撮像条件（照射光の種類、倍率および焦点距離等）を変更する旨の指示
、エネルギー処置具１２１を駆動させる旨の指示等を入力する。
【００３７】
　入力装置１４７の種類は限定されず、入力装置１４７は各種の公知の入力装置であって
よい。入力装置１４７としては、例えば、マウス、キーボード、タッチパネル、スイッチ
、フットスイッチ１５７および／またはレバー等が適用されるようにできる。入力装置１
４７としてタッチパネルが用いられる場合には、そのタッチパネルは表示装置１４１の表
示面上に設けられてもよい。
【００３８】
　また、入力装置１４７は、例えばメガネ型のウェアラブルデバイスやＨＭＤ（Head Mou
nted Display）等の、ユーザによって装着されるデバイスであってもよい。この場合、こ
れらのデバイスによって検出されるユーザのジェスチャや視線に応じて各種の入力が行わ
れる。また、入力装置１４７は、ユーザの動きを検出可能なカメラを含み、カメラによっ
て撮像された映像から検出されるユーザのジェスチャや視線に応じて各種の入力が行われ
るようにしてもよい。さらに、入力装置１４７は、ユーザの声を収音可能なマイクロフォ
ンを含み、マイクロフォンを介して音声によって各種の入力が行われるようにしてもよい
。
【００３９】
　このように、入力装置１４７が非接触で各種の情報を入力可能に構成されることにより
、特に清潔域に属するユーザ（例えば術者１６７）が、不潔域に属する機器を非接触で操
作することが可能となる。また、ユーザは、所持している術具から手を離すことなく機器
を操作することが可能となるため、ユーザの利便性が向上する。
【００４０】
　処置具制御装置１４９は、組織の焼灼、切開または血管の封止等のためのエネルギー処
置具１２１の駆動を制御する。気腹装置１５１は、内視鏡１０１による視野の確保および
術者の作業空間の確保の目的で、患者１７１の体腔を膨らめるために、気腹チューブ１１
９を介して体腔内にガスを送り込む。レコーダ１５３は、手術に関する各種の情報を記録
可能な装置である。プリンタ１５５は、手術に関する各種の情報を、テキスト、画像また
はグラフ等各種の形式で印刷可能な装置である。
【００４１】
　次に、図２を参照して、内視鏡１０１のカメラヘッド１０５およびＣＣＵ１３９の機能
についてより詳細に説明する。図２は、カメラヘッド１０５およびＣＣＵ１３９の機能構
成の一例を示すブロック図である。
【００４２】
　図２に示されるように、カメラヘッド１０５は、その機能として、レンズユニット１０
７、撮像部１０９、駆動部１１１、通信部１１３、およびカメラヘッド制御部１１５を有
する。また、ＣＣＵ１３９は、その機能として、通信部１５９、画像処理部１６１、およ
び制御部１６３を有する。カメラヘッド１０５とＣＣＵ１３９とは、伝送ケーブル１６５
によって双方向に通信可能に接続されている。
【００４３】
　まず、カメラヘッド１０５の機能構成について説明する。レンズユニット１０７は、鏡
筒１０３との接続部に設けられる光学系である。鏡筒１０３の先端から取り込まれた観察
光は、カメラヘッド１０５まで導光され、レンズユニット１０７に入射する。レンズユニ
ット１０７は、ズームレンズおよびフォーカスレンズを含む複数のレンズが組み合わされ
て構成される。レンズユニット１０７は、撮像部１０９の撮像素子の受光面上に観察光を
集光するように、その光学特性が調整されている。また、ズームレンズおよびフォーカス



(9) JP WO2018/180573 A1 2018.10.4

10

20

30

40

50

レンズは、撮像画像の倍率および焦点の調整のため、その光軸上の位置が移動可能に構成
される。
【００４４】
　撮像部１０９は撮像素子によって構成され、レンズユニット１０７の後段に配置される
。レンズユニット１０７を通過した観察光は、撮像素子の受光面に集光され、光電変換に
よって、観察像に対応した画像信号が生成される。撮像部１０９によって生成された画像
信号は、通信部１１３に提供される。
【００４５】
　撮像部１０９を構成する撮像素子としては、例えばＣＭＯＳ（Complementary Metal Ox
ide Semiconductor）イメージセンサなどの、Ｂａｙｅｒ配列を有するカラー撮影可能な
ものが用いられる。なお、撮像素子として、例えば４Ｋ以上の高解像度の画像の撮影に対
応可能なものが用いられてもよい。術部の画像が高解像度で得られることにより、術者１
６７は、術部の様子をより詳細に把握することができ、手術をより円滑に進行することが
可能となる。
【００４６】
　また、撮像部１０９を構成する撮像素子は、３Ｄ表示に対応する右目用および左目用の
画像信号をそれぞれ取得するための１対の撮像素子を有するように構成されるようにする
こともできる。３Ｄ表示が行われることにより、術者１６７は術部における生体組織の奥
行きをより正確に把握することが可能になる。なお、撮像部１０９が多板式で構成される
場合には、各撮像素子に対応して、レンズユニット１０７も複数系統設けられる。
【００４７】
　また、撮像部１０９は、必ずしもカメラヘッド１０５に設けられなくてもよい。例えば
、撮像部１０９は、鏡筒１０３の内部に、対物レンズの直後に設けられてもよい。
【００４８】
　駆動部１１１は、アクチュエータによって構成され、カメラヘッド制御部１１５からの
制御により、レンズユニット１０７のズームレンズおよびフォーカスレンズを光軸に沿っ
て所定の距離だけ移動させる。これにより、撮像部１０９による撮像画像の倍率および焦
点が適宜調整され得る。
【００４９】
　通信部１１３は、ＣＣＵ１３９との間で各種の情報を送受信するための通信装置によっ
て構成される。通信部１１３は、撮像部１０９から得た画像信号をＲＡＷデータとして伝
送ケーブル１６５を介してＣＣＵ１３９に送信する。この際、術部の撮像画像を低レイテ
ンシで表示するために、画像信号は光通信によって送信されることが好ましい。手術の際
には、術者１６７が撮像画像によって患部の状態を観察しながら手術を行うため、より安
全で確実な手術のためには、術部の動画像が可能な限りリアルタイムに表示されることが
求められるからである。光通信が行われる場合には、通信部１１３には、電気信号を光信
号に変換する光電変換モジュールが設けられる。画像信号は光電変換モジュールによって
光信号に変換された後、伝送ケーブル１６５を介してＣＣＵ１３９に送信される。
【００５０】
　また、通信部１１３は、ＣＣＵ１３９から、カメラヘッド１０５の駆動を制御するため
の制御信号を受信する。制御信号には、例えば、撮像画像のフレームレートを指定する旨
の情報、撮像時の露出値を指定する旨の情報、並びに／または撮像画像の倍率および焦点
を指定する旨の情報等、撮像条件に関する情報が含まれる。通信部１１３は、受信した制
御信号をカメラヘッド制御部１１５に提供する。なお、ＣＣＵ１３９からの制御信号も、
光通信によって伝送されてもよい。この場合、通信部１１３には、光信号を電気信号に変
換する光電変換モジュールが設けられ、制御信号は光電変換モジュールによって電気信号
に変換された後、カメラヘッド制御部１１５に提供される。
【００５１】
　なお、上記のフレームレートや露出値、倍率、焦点等の撮像条件は、取得された画像信
号に基づいてＣＣＵ１３９の制御部１６３によって自動的に設定される。つまり、いわゆ
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るＡＥ（Auto Exposure）機能、ＡＦ（Auto Focus）機能、およびＡＷＢ（Auto White Ba
lance）機能が内視鏡１０１に搭載される。
【００５２】
　カメラヘッド制御部１１５は、通信部１１３を介して受信したＣＣＵ１３９からの制御
信号に基づいて、カメラヘッド１０５の駆動を制御する。例えば、カメラヘッド制御部１
１５は、撮像画像のフレームレートを指定する旨の情報および／または撮像時の露光を指
定する旨の情報に基づいて、撮像部１０９の撮像素子の駆動を制御する。また、例えば、
カメラヘッド制御部１１５は、撮像画像の倍率および焦点を指定する旨の情報に基づいて
、駆動部１１１を介してレンズユニット１０７のズームレンズおよびフォーカスレンズを
適宜移動させる。カメラヘッド制御部１１５は、さらに、鏡筒１０３やカメラヘッド１０
５を識別するための情報を記憶する機能を備えてもよい。
【００５３】
　なお、レンズユニット１０７や撮像部１０９等の構成を、気密性および防水性が高い密
閉構造内に配置することで、カメラヘッド１０５について、オートクレーブ滅菌処理に対
する耐性を持たせることができる。
【００５４】
　次に、ＣＣＵ１３９の機能構成について説明する。通信部１５９は、カメラヘッド１０
５との間で各種の情報を送受信するための通信装置によって構成される。通信部１５９は
、カメラヘッド１０５から、伝送ケーブル１６５を介して送信される画像信号を受信する
。ここで、上述したように、画像信号は好適に光通信によって送信されるようにもできる
。この場合、光通信に対応して、通信部１５９には、光信号を電気信号に変換する光電変
換モジュールが設けられる。通信部１５９は、電気信号に変換した画像信号を画像処理部
１６１に提供する。
【００５５】
　また、通信部１５９は、カメラヘッド１０５に対して、カメラヘッド１０５の駆動を制
御するための制御信号を送信する。制御信号も光通信によって送信されてよい。
【００５６】
　画像処理部１６１は、カメラヘッド１０５から送信されたＲＡＷデータである画像信号
に対して各種の画像処理を施す。画像処理としては、例えば現像処理、高画質化処理（帯
域強調処理、超解像処理、ＮＲ（Noise Reduction）処理および／または手振れ補正処理
等）、並びに／または拡大処理（電子ズーム処理）等、各種の公知の信号処理が含まれる
。また、画像処理部１６１は、ＡＥ，ＡＦ、およびＡＷＢを行うための、画像信号に対す
る検波処理を行う。
【００５７】
　画像処理部１６１は、ＣＰＵやＧＰＵ、ＧＰＧＰＵ等のプロセッサによって構成され、
プロセッサが所定のプログラムに従って動作することにより、上述した画像処理や検波処
理が行われる。なお、画像処理部１６１が複数のＧＰＵによって構成される場合には、画
像処理部１６１は、画像信号に係る情報を適宜分割し、これら複数のＧＰＵによって並列
的に画像処理を行う。
【００５８】
　制御部１６３は、内視鏡１０１による術部の撮像、およびその撮像画像の表示に関する
各種の制御を行う。例えば、制御部１６３は、カメラヘッド１０５の駆動を制御するため
の制御信号を生成する。ここで、撮像条件がユーザによって入力されている場合には、制
御部１６３は、ユーザによる入力に基づいて制御信号を生成する。また、内視鏡１０１に
ＡＥ機能、ＡＦ機能、およびＡＷＢ機能が搭載されている場合には、制御部１６３は、画
像処理部１６１による検波処理の結果に応じて、最適な露出値、焦点距離、およびホワイ
トバランスを適宜算出し、制御信号を生成する。
【００５９】
　また、制御部１６３は、画像処理部１６１によって画像処理が施された画像信号に基づ
いて、術部の画像を表示装置１４１に表示させる。このとき、制御部１６３は、各種の画
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像認識技術を用いて術部画像内における各種の物体を認識する。例えば、制御部１６３は
、術部画像に含まれる物体のエッジの形状や色等を検出することにより、鉗子１２３等の
術具１１７、特定の生体部位、出血、エネルギー処置具１２１使用時のミスト等を認識す
ることができる。制御部１６３は、表示装置１４１に術部の画像を表示させる際に、その
認識結果を用いて、各種の手術支援情報を術部の画像に重畳表示させる。手術支援情報が
重畳表示され、術者１６７に提示されることにより、より安全かつ確実に手術を進めるこ
とが可能になる。
【００６０】
　カメラヘッド１０５およびＣＣＵ１３９を接続する伝送ケーブル１６５は、電気信号の
通信に対応した電気信号ケーブル、光通信に対応した光ファイバ、またはこれらの複合ケ
ーブルである。
【００６１】
　この例では、伝送ケーブル１６５を用いて有線で通信が行われていたが、カメラヘッド
１０５とＣＣＵ１３９との間の通信は無線で行われてもよい。両者の間の通信が無線で行
われる場合には、伝送ケーブル１６５を手術室内に敷設する必要がなくなるため、手術室
内における医療スタッフの移動が伝送ケーブル１６５によって妨げられる事態が解消され
る。
【００６２】
＜２．ソフトウェアの更新について＞
　ところで、上述した内視鏡手術システムにおいては、内視鏡により撮像された画像に各
種の画像処理が施される。これらの画像処理はソフトウェアにより実現され、ＧＰＵなど
のプロセッサが所定のプログラムに従って動作することにより、これらの画像処理を実行
する。
【００６３】
　このようなソフトウェア（ＳＷ）の更新によれば、画像処理の更新や追加を容易に行う
ことができる。
【００６４】
　その一方、ＳＷの更新により画像処理の更新や追加が行われた場合、ＳＷの更新前と更
新後とで、画像の画質が変化することがある。このような場合、医師は、画質が変化する
前の画像と、画質が変化した後の画像とを比較したいこともある。さらに、このような画
質の変化が、医師の術中の診断や術具の操作に影響を与えるリスクもあった。
【００６５】
　例えば、手振れ補正処理を追加するＳＷの更新が行われた場合、手術の多くの場面で、
術部の画像が安定し、その視認性は向上する。
【００６６】
　一方で、素早い術具操作が求められる剥離などの場面で、手振れ補正処理により撮像か
ら表示までのレイテンシが高まることで、術具操作が実際より遅れて見えるおそれがある
。また、アフィン変換などの幾何変換により、解像度が若干低下することで、血管や神経
などの微細な組織が見えづらくなるおそれもある。
【００６７】
　また、階調補正処理を追加するＳＷの更新が行われた場合、光源からの光が届きにくい
低階調な部分の視認性を向上させることができる。しかしながら、中間の階調の部分のコ
ントラストが低下し、血管や神経などの微細な組織が見えづらくなるおそれがある。
【００６８】
　さらに、構造強調処理を追加するＳＷの更新が行われた場合、血管や神経などの微細な
組織が強調されて表示されることで、その部分の視認性を向上させることができるが、場
合によっては、その部分が見えづらくなるおそれもある。
【００６９】
　このように、ＳＷの更新が行われることで術部が見えづらくなるような場合、術者にと
っては、ＳＷの更新が行われる前の画像も必要となる。
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【００７０】
　そこで、以下においては、ＳＷが更新された後であっても、ソフトウェア更新前と更新
後の画像を容易に比較することができ、さらには、医師の術中の診断や術具の操作に影響
を与えるリスクを回避することができる実施の形態について説明する。
【００７１】
＜３．第１の実施の形態＞
（画像処理装置の構成例）
　まず、図３を参照して、本技術に係る第１の実施の形態の画像処理装置の構成例につい
て説明する。
【００７２】
　図３の画像処理装置２０１は、上述したＣＣＵ１３９に対応し、例えばカメラヘッド１
０５から入力された術部画像（入力画像）の画像信号に画像処理を施し、表示装置２０２
に出力する。
【００７３】
　表示装置２０２は、上述した表示装置１４１に対応し、画像処理装置２０１から出力さ
れた画像信号に基づいて画像を表示する。
【００７４】
　画像処理装置２０１は、画像処理部２１１および表示制御部２１２を有する。
【００７５】
　画像処理部２１１は、上述した画像処理部１６１に対応し、入力画像の画像信号に各種
の画像処理を施す。これらの画像処理はソフトウェア（ＳＷ）により実現され、ＧＰＵな
どのプロセッサが所定のプログラムに従って動作することにより、これらの画像処理を実
行する。
【００７６】
　これらの画像処理を実現するＳＷは、例えば記録媒体から所定のプログラムがインスト
ールされることで更新される。なお、このようなプログラムは、インターネットなどのネ
ットワークを介してインストールされるようにしてもよい。
【００７７】
　画像処理部２１１は、ＳＷ更新後画像処理部２２１とＳＷ更新前画像処理部２２２とを
備える。
【００７８】
　ＳＷ更新後画像処理部２２１は、入力画像に、ＳＷが更新された後の画像処理、すなわ
ち最新バージョンのＳＷにより実現される画像処理を施した更新後処理画像の画像信号を
出力する。
【００７９】
　ＳＷ更新前画像処理部２２２は、入力画像に、ＳＷが更新される前の画像処理、すなわ
ち１つ前のバージョンのＳＷにより実現される画像処理を施した更新前処理画像の画像信
号を出力する。
【００８０】
　ＳＷ更新後画像処理部２２１およびＳＷ更新前画像処理部２２２を、２つのＧＰＵによ
り構成した場合、ＳＷ更新後画像処理部２２１およびＳＷ更新前画像処理部２２２は、Ｓ
Ｗ更新後の画像処理とＳＷ更新前の画像処理とを並行して、すなわち同時に行うことがで
きる。
【００８１】
　また、ＳＷ更新後画像処理部２２１およびＳＷ更新前画像処理部２２２を、１つのＧＰ
Ｕにより構成し、ＳＷ更新後の画像処理とＳＷ更新前の画像処理とがシリアルに行われる
ようにすることもできる。
【００８２】
　表示制御部２１２は、画像処理部２１１（ＳＷ更新後画像処理部２２１およびＳＷ更新
前画像処理部２２２）から出力された画像信号に基づいて、更新後処理画像および更新前



(13) JP WO2018/180573 A1 2018.10.4

10

20

30

40

50

処理画像の少なくともいずれか一方の少なくとも一部を、表示装置２０２に表示させる。
また、表示制御部２１２は、ユーザの操作に応じて、表示装置２０２における更新後処理
画像および更新前処理画像の表示を制御する。
【００８３】
（術部画像表示処理の流れ）
　次に、図４のフローチャートを参照して、画像処理装置２０１による術部画像表示処理
の流れについて説明する。図４の処理は、内視鏡１０１（カメラヘッド１０５）から、術
部を撮影した術部画像（動画像）が画像処理装置２０１に入力されると開始される。
【００８４】
　ステップＳ２１において、ＳＷ更新後画像処理部２２１は、入力された術部画像に、Ｓ
Ｗが更新された後の画像処理（最新バージョンのＳＷにより実現される画像処理）を施す
。
【００８５】
　ステップＳ２２において、ＳＷ更新前画像処理部２２２は、入力された術部画像に、Ｓ
Ｗが更新される前の画像処理（１つ前のバージョンのＳＷにより実現される画像処理）を
施す。
【００８６】
　ステップＳ２１およびＳ２２の処理は、並行して同時に行われるものとするが、上述し
たようにシリアルに行われるようにしてもよい。ＳＷ更新後の画像処理が施された更新後
処理画像の画像信号と、ＳＷ更新前の画像処理が施された更新前処理画像の画像信号は、
表示制御部２１２に出力される。
【００８７】
　ステップＳ２３において、表示制御部２１２は、ＳＷ更新後画像処理部２２１およびＳ
Ｗ更新前画像処理部２２２から出力された画像信号に基づいて、更新後処理画像および更
新前処理画像を、表示装置２０２に表示させる。
【００８８】
　以上の処理によれば、内視鏡１０１により撮像された術部の画像として、ＳＷの更新に
より画質が変化した後の画像と、画質が変化する前の画像とが表示されるので、内視鏡１
０１を用いて手術を行っている術者は、これらの画像を容易に比較することが可能となる
。ひいては、ＳＷの更新による画質の変化が、医師の術中の診断や術具の操作に影響を与
える可能性を低減することができる。
【００８９】
　ここで、表示装置２０２に表示される更新後処理画像および更新前処理画像の表示例に
ついて説明する。
【００９０】
（表示例１）
　図５は、更新後処理画像および更新前処理画像の第１の表示例を示している。
【００９１】
　図５は、更新後処理画像２５１と更新前処理画像２５２とが、１つの画面に同時に表示
される様子を示している。画面左上の領域に表示される更新後処理画像２５１は、画面右
上の領域に表示されるより大きく表示されている。これにより、内視鏡１０１を用いて手
術を行っている術者は、更新後処理画像２５１と更新前処理画像２５２の両方を容易に比
較することができる。
【００９２】
　なお、図５の例においては、ユーザ（術者）の操作に応じて、画面における更新後処理
画像２５１および更新前処理画像２５２の表示サイズが調整されるようにすることができ
る。具体的には、画面において、更新後処理画像２５１が表示される領域と、更新前処理
画像２５２が表示される領域とが入れ替わるようにする。
【００９３】
　さらに、図５の例においては、更新後処理画像２５１および更新前処理画像２５２以外
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にも、ＳＷ更新後の画像処理およびＳＷ更新前の画像処理それぞれにおいてパラメータを
変えることで得られる複数の更新後処理画像および更新前処理画像が表示されるようにし
てもよい。
【００９４】
（表示例２）
　図６は、更新後処理画像および更新前処理画像の第２の表示例を示している。
【００９５】
　図６は、更新後処理画像２５１および更新前処理画像２５２のうちユーザ（術者）に選
択された方が表示される様子を示している。図６の例では、表示装置２０２には、まず更
新前処理画像２５２が表示されるようにする。これにより、術部画像の表示開始の時点で
、ユーザが、画質が変化した画像に戸惑うことを避けることができる。そして、ユーザの
操作によって、更新前処理画像２５２と更新後処理画像２５１とが切り替わって表示され
る。
【００９６】
　なお、表示を切り替えるためのユーザインタフェースは、内視鏡１０１のカメラヘッド
１０５や術具１１７など、術者が手元で瞬時に切り替え操作を行うことができるものに設
けられる。
【００９７】
（表示例３）
　図７は、更新後処理画像および更新前処理画像の第３の表示例を示している。
【００９８】
　図７は、更新後処理画像２５１と更新前処理画像２５２とが、所定の比率で画素毎に加
算されて表示される様子を示している。図７の例では、更新前処理画像２５２の各画素の
画素値に所定の値α（α＜１）を乗じた値と、更新後処理画像２５１の各画素の画素値に
所定の値（１－α）を乗じた値の和を、各画素の画素値とする出力画像２６１が表示され
るようになる。
【００９９】
　なお、値αは、ユーザ（術者）の操作によって調整されるようにすることができる。
【０１００】
（表示例４）
　図８は、更新後処理画像および更新前処理画像の第４の表示例を示している。
【０１０１】
　図８は、更新後処理画像２５１の第１の領域と、更新前処理画像２５２の第１の領域以
外の第２の領域とが、合成されて表示される様子を示している。
【０１０２】
　まず、図８のＡの例では、画面が左右に分割された右側の領域Ｄ１に、更新後処理画像
２５１において領域Ｄ１に対応する部分の画像が表示され、画面が左右に分割された左側
の領域Ｄ２に、更新前処理画像２５２において領域Ｄ２に対応する部分の画像が表示され
る。領域Ｄ１の幅ｗ、言い換えると領域Ｄ１と領域Ｄ２との境界は、ユーザ（術者）の操
作によって調整されるものとする。また、ユーザの操作によって、領域Ｄ１および領域Ｄ
２に表示される画像が入れ替わるようにしてもよい。
【０１０３】
　また、図８のＢの例では、画面の中心を含む領域、具体的には、画面の中心をその中心
とした円形の領域Ｄ３に、更新後処理画像２５１において領域Ｄ３に対応する部分の画像
が表示され、画面の領域Ｄ３より外側の周縁領域Ｄ４に、更新前処理画像２５２において
領域Ｄ４に対応する部分の画像が表示される。領域Ｄ３の半径ｒ、言い換えると領域Ｄ３
と領域Ｄ４との境界は、ユーザ（術者）の操作によって調整されるものとする。また、ユ
ーザの操作によって、領域Ｄ３および領域Ｄ４に表示される画像が入れ替わるようにして
もよい。さらに、領域Ｄ３の形状は、円形に限らず、矩形などの他の形状であってもよい
。
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【０１０４】
＜４．第２の実施の形態＞
（画像処理装置の構成例）
　図９は、本技術に係る第２の実施の形態の画像処理装置の構成例を示している。
【０１０５】
　図９の画像処理装置２７１は、入力画像の画像信号に画像処理を施し、表示装置２０２
－１，２０２－２それぞれに出力する。
【０１０６】
　表示装置２０２－１，２０２－２はそれぞれ、画像処理装置２０１から出力された画像
信号に基づいて画像を表示する。
【０１０７】
　画像処理装置２７１は、画像処理部２１１および表示制御部２８１を有する。
【０１０８】
　図９において、画像処理部２１１は、図３に示される構成と同一であるので、その説明
は省略する。
【０１０９】
　表示制御部２８１は、画像処理部２１１（ＳＷ更新後画像処理部２２１およびＳＷ更新
前画像処理部２２２）から出力された画像信号に基づいて、更新後処理画像を表示装置２
０２－１に表示させるとともに、更新前処理画像を表示装置２０２－２に表示させる。
【０１１０】
　このような構成においても、２台の表示装置にそれぞれ、内視鏡１０１により撮像され
た術部の画像として、ＳＷの更新により画質が変化した後の画像と、画質が変化する前の
画像とが表示されるので、内視鏡１０１を用いて手術を行っている術者は、これらの画像
を容易に比較することが可能となる。
【０１１１】
＜５．第３の実施の形態＞
（画像処理装置の構成例）
　図１０は、本技術に係る第３の実施の形態の画像処理装置の構成例を示している。
【０１１２】
　図１０の画像処理装置３０１は、画像処理部３１１および表示制御部３１２を有する。
【０１１３】
　画像処理部３１１は、ＳＷ更新後画像処理部３２１、ＳＷ更新前画像処理部３２２、お
よび差分演算部３２３を備える。
【０１１４】
　ＳＷ更新後画像処理部３２１は、図３のＳＷ更新後画像処理部２２１と同様、入力画像
に、ＳＷが更新された後の画像処理を施した更新後処理画像の画像信号を出力する。
【０１１５】
　ＳＷ更新前画像処理部３２２は、図３のＳＷ更新前画像処理部２２２と同様、入力画像
に、ＳＷが更新される前の画像処理を施した更新前処理画像の画像信号を出力する。
【０１１６】
　差分演算部３２３は、更新前処理画像と更新後処理画像の差分を演算し、その演算結果
を表示制御部３１２に供給する。
【０１１７】
　表示制御部３１２は、画像処理部３１１（ＳＷ更新後画像処理部３２１およびＳＷ更新
前画像処理部３２２）から出力された画像信号に基づいて、更新後処理画像および更新前
処理画像の少なくとも一方の少なくとも一部を、表示装置２０２に表示させる。
【０１１８】
　また、表示制御部３１２は、ＯＳＤ処理部３３１を備える。ＯＳＤ処理部３３１は、画
像処理部３１１（差分演算部３２３）からの演算結果に応じた情報を、表示装置２０２の
画面上にＯＳＤ表示する。
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【０１１９】
（術部画像表示処理の流れ）
　次に、図１１のフローチャートを参照して、画像処理装置３０１による術部画像表示処
理の流れについて説明する。図１１の処理は、内視鏡１０１（カメラヘッド１０５）から
、術部を撮影した術部画像（動画像）が画像処理装置３０１に入力されると開始される。
【０１２０】
　ステップＳ３１において、ＳＷ更新後画像処理部３２１は、入力された術部画像に、Ｓ
Ｗが更新された後の画像処理（最新バージョンのＳＷにより実現される画像処理）を施す
。
【０１２１】
　ステップＳ３２において、ＳＷ更新前画像処理部３２２は、入力された術部画像に、Ｓ
Ｗが更新される前の画像処理（１つ前のバージョンのＳＷにより実現される画像処理）を
施す。
【０１２２】
　ステップＳ３１およびＳ３２の処理は、並行して同時に行われるものとするが、上述し
たようにシリアルに行われるようにしてもよい。ＳＷ更新後の画像処理が施された更新後
処理画像の画像信号と、ＳＷ更新前の画像処理が施された更新前処理画像の画像信号は、
表示制御部３１２と差分演算部３２３に出力される。
【０１２３】
　なお、このとき、表示制御部３１２は、ＳＷ更新後画像処理部３２１から出力された画
像信号に基づいて、更新後処理画像のみを表示装置２０２に表示させるものとする。
【０１２４】
　ステップＳ３３において、差分演算部３２３は、更新前処理画像と更新後処理画像の差
分を演算する。具体的には、差分演算部３２３は、更新前処理画像および更新後処理画像
の各画素の画素値の差を算出しそれらを合計する。演算結果は、表示制御部３１２に供給
される。
【０１２５】
　ステップＳ３４において、表示制御部３１２は、差分演算部３２３からの演算結果に基
づいて、差分が所定値より大きいか否かを判定する。
【０１２６】
　差分が所定値より大きくないと判定されている場合、ステップＳ３４の処理は繰り返さ
れ、表示装置２０２には更新後処理画像が表示され続ける。
【０１２７】
　一方、差分が所定値より大きいと判定された場合、処理はステップＳ３５に進む。
【０１２８】
　ステップＳ３５において、表示制御部３１２のＯＳＤ処理部３３１は、差分が所定値よ
り大きい旨を報知する情報のＯＳＤ表示を行う。例えば、ＯＳＤ処理部３３１は、図１２
の左側に示されるように、表示装置２０２に表示されている更新後処理画像上に、差分が
所定値より大きいことを報知する報知画像３６１をＯＳＤ表示する。これにより、ユーザ
は、いま見ているシーンにおいて、更新後処理画像と更新前処理画像とで画質に差がある
ことを認識することができる。
【０１２９】
　その後、表示装置２０２の画面において、報知画像３６１の部分がタッチされるなど、
ユーザにより所定の操作がなされることで、更新後処理画像と更新前処理画像とを比較す
るための表示モードを選択するための選択画面が表示されるようにする。表示制御部３１
２は、例えば、図１２の右側に示されるように、４つの表示モードのうちのいずれかを選
択するためのボタン３８１乃至３８４が設けられた選択画面を表示する。４つの表示モー
ドそれぞれにおいては、例えば、上述した表示例１乃至４で説明した表示が行われる。
【０１３０】
　以上の処理によれば、内視鏡１０１を用いて手術を行っている術者は、ＳＷの更新によ
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り画質が変化した後の画像と、画質が変化する前の画像との差分が大きい場合に、それぞ
れを所望の表示形態で表示させて、これらの画像を容易に比較することが可能となる。
【０１３１】
＜６．第４の実施の形態＞
（画像処理装置の構成例）
　図１３は、本技術に係る第４の実施の形態の画像処理装置の構成例を示している。
【０１３２】
　図１３の画像処理装置４０１は、画像処理部４１１、表示制御部４１２、シーン検出部
４１３、特徴量抽出部４１４、記録制御部４１５、履歴情報記録部４１６、学習部４１７
、および学習情報記録部４１８を有する。
【０１３３】
　画像処理部４１１は、ＳＷ更新後画像処理部４２１およびＳＷ更新前画像処理部４２２
を備える。
【０１３４】
　ＳＷ更新後画像処理部４２１は、図３のＳＷ更新後画像処理部２２１と同様、入力画像
に、ＳＷが更新された後の画像処理を施した更新後処理画像の画像信号を出力する。
【０１３５】
　ＳＷ更新前画像処理部４２２は、図３のＳＷ更新前画像処理部２２２と同様、入力画像
に、ＳＷが更新される前の画像処理を施した更新前処理画像の画像信号を出力する。
【０１３６】
　表示制御部４１２は、画像処理部４１１（ＳＷ更新後画像処理部４２１およびＳＷ更新
前画像処理部４２２）から出力された画像信号に基づいて、更新後処理画像および更新前
処理画像のうちユーザに選択された方を表示装置２０２に表示させる。
【０１３７】
　また、表示制御部４１２は、ＯＳＤ処理部４３１を備える。ＯＳＤ処理部４３１は、後
述するシーン検出部４１３からの重要フラグに応じた情報を、表示装置２０２の画面上に
ＯＳＤ表示する。
【０１３８】
　シーン検出部４１３は、入力画像において重要度の高いシーンを検出する。シーン検出
部４１３は、重要度の高いシーンを検出した場合、そのシーンが重要度の高いシーンであ
ることを示す重要フラグを、表示制御部４１２と特徴量抽出部４１４に供給する。
【０１３９】
　特徴量抽出部４１４は、シーン検出部４１３からの重要フラグに基づいて、入力画像に
おいて検出された重要度の高いシーンの特徴量を抽出し、記録制御部４１５に供給する。
【０１４０】
　記録制御部４１５は、特徴量抽出部４１４からの特徴量と、表示制御部４１２からの選
択情報とを対応付けて、履歴情報として履歴情報記録部４１６に記録する。選択情報は、
入力画像において検出された重要度の高いシーンについて、更新後処理画像および更新前
処理画像のうちのいずれがユーザに選択されたかを示す情報である。
【０１４１】
　学習部４１７は、履歴情報記録部４１６に記録された履歴情報に基づいて、特徴量毎に
、入力画像において検出された重要度の高いシーンについて、更新後処理画像および更新
前処理画像のうちのいずれがユーザに選択されたかを学習する。学習により得られた学習
結果は、学習情報として学習情報記録部４１８に記録される。
【０１４２】
（術部画像表示処理の流れ）
　次に、図１４のフローチャートを参照して、画像処理装置４０１による術部画像表示処
理の流れについて説明する。図１４の処理は、内視鏡１０１（カメラヘッド１０５）から
、術部を撮影した術部画像（動画像）が画像処理装置４０１に入力されると開始される。
【０１４３】
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　ステップＳ４１において、ＳＷ更新後画像処理部４２１は、入力された画像に、ＳＷが
更新された後の画像処理（最新バージョンのＳＷにより実現される画像処理）を施す。
【０１４４】
　ステップＳ４２において、ＳＷ更新前画像処理部４２２は、入力された画像に、ＳＷが
更新される前の画像処理（１つ前のバージョンのＳＷにより実現される画像処理）を施す
。
【０１４５】
　ステップＳ４１およびＳ４２の処理は、並行して同時に行われるものとするが、上述し
たようにシリアルに行われるようにしてもよい。ＳＷ更新後の画像処理が施された更新後
処理画像の画像信号と、ＳＷ更新前の画像処理が施された更新前処理画像の画像信号は、
表示制御部４１２に出力される。
【０１４６】
　なお、このとき、表示制御部４１２は、画像処理部４１１から出力された画像信号に基
づいて、更新後処理画像および更新前処理画像の両方を表示装置２０２に表示させるもの
とする。
【０１４７】
　ステップＳ４３において、シーン検出部４１３は、入力画像において重要度の高いシー
ンを検出したか否かを判定する。重要度の高いシーンは、例えば、組織の切開や剥離など
が行われるシーンとされ、これらは入力画像（術部画像）に映る術具の形状や術部の色な
どに基づいて検出される。
【０１４８】
　重要度の高いシーンを検出していないと判定されている場合、ステップＳ４３の処理は
繰り返され、表示装置２０２には更新後処理画像および更新前処理画像の両方が表示され
続ける。
【０１４９】
　一方、重要度の高いシーンを検出したと判定された場合、シーン検出部４１３は、重要
フラグを表示制御部４１２と特徴量抽出部４１４に供給し、処理はステップＳ４４に進む
。
【０１５０】
　ステップＳ４４において、特徴量抽出部４１４は、シーン検出部４１３からの重要フラ
グに基づいて、入力画像において検出された重要度の高いシーンの特徴量を抽出し、記録
制御部４１５に供給する。重要度の高いシーンの特徴量は、そのシーンの検出の基準とな
った術具の形状や術部の色などに応じた情報とされる。
【０１５１】
　ステップＳ４５において、表示制御部４１２のＯＳＤ処理部４３１は、シーン検出部４
１３からの重要フラグに基づいて、そのときに表示されているシーンが重要度の高いシー
ンであることを示す情報のＯＳＤ表示を行う。
【０１５２】
　なお、ステップＳ４４とステップＳ４５の処理は、並行して行われるようにしてもよい
。
【０１５３】
　さて、ＯＳＤ表示が行われると、画像処理装置４０１は、更新後処理画像および更新前
処理画像のうちのいずれを表示するかを、ユーザに選択させる。ユーザにより、更新後処
理画像および更新前処理画像のうちのいずれかが選択されると、処理はステップＳ４６に
進む。
【０１５４】
　ステップＳ４６において、表示制御部４１２は、更新後処理画像および更新前処理画像
のうちユーザに選択された方のみを表示装置２０２に表示させる。このとき、表示制御部
４１２は、更新後処理画像および更新前処理画像のうちユーザに選択された方（表示装置
２０２に表示された方）を示す選択情報を記録制御部４１５に供給する。
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【０１５５】
　ステップＳ４７において、記録制御部４１５は、特徴量抽出部４１４からの特徴量と、
表示制御部４１２からの選択情報とを対応付けて、履歴情報として履歴情報記録部４１６
に記録する。
【０１５６】
　ステップＳ４８において、学習部４１７は、履歴情報記録部４１６に記録された履歴情
報に基づいて、特徴量毎に、入力画像において検出された重要度の高いシーンについて、
更新後処理画像および更新前処理画像のうちのいずれがユーザに選択されたかを学習する
。ここでは、特徴量毎に、更新後処理画像および更新前処理画像のうちのいずれがユーザ
によってより多く選択されたかが、機械学習などにより学習される。
【０１５７】
　以上の処理によれば、内視鏡１０１を用いて手術を行っている術者は、重要度の高いシ
ーンについて、ＳＷの更新により画質が変化した後の画像と、画質が変化する前の画像と
を容易に比較して、より好適な方を選択して表示させることができる。また、重要度の高
いシーンについて、ＳＷの更新により画質が変化した後の画像と、画質が変化する前の画
像のいずれの表示態様が、術者にとってより好適であるかを学習することができる。
【０１５８】
＜７．第５の実施の形態＞
（画像処理装置の構成例）
　図１５は、本技術に係る第５の実施の形態の画像処理装置の構成例を示している。
【０１５９】
　図１５の画像処理装置５０１は、上述した学習結果を用いて、新たに入力された術部画
像における重要度の高いシーンについて、更新後処理画像および更新前処理画像のうち、
術者にとってより好適な方を自動的に選択して表示させる。
【０１６０】
　画像処理装置５０１は、画像処理部４１１、表示制御部４１２、シーン検出部４１３、
特徴量抽出部４１４、学習情報記録部４１８、および学習情報照会部５１１を有する。
【０１６１】
　図１５において、画像処理部４１１、表示制御部４１２、シーン検出部４１３、特徴量
抽出部４１４、および学習情報記録部４１８は、図１３に示される構成それぞれと同一で
あるので、その説明は省略する。
【０１６２】
　学習情報照会部５１１は、学習情報記録部４１８に記録された学習情報の中から、新た
に入力された入力画像において検出された重要度の高いシーンの特徴量に対応する学習情
報を照会する。学習情報照会部５１１は、照会した学習情報に基づいて、その特徴量と対
応付けられている選択情報を、表示制御部４１２に供給する。
【０１６３】
（術部画像表示処理の流れ）
　次に、図１６のフローチャートを参照して、画像処理装置５０１による術部画像表示処
理の流れについて説明する。図１６の処理は、内視鏡１０１（カメラヘッド１０５）から
、術部を撮影した術部画像（動画像）が画像処理装置５０１に入力されると開始される。
【０１６４】
　なお、図１６のステップＳ５１乃至Ｓ５４における処理は、図１５のステップＳ４１乃
至Ｓ４４における処理と基本的には同様であるので、その説明は省略する。
【０１６５】
　ステップＳ５４で、入力画像において検出された重要度の高いシーンの特徴量が抽出さ
れると、その特徴量が学習情報照会部５１１に供給される。
【０１６６】
　ステップＳ５５において、学習情報照会部５１１は、学習情報記録部４１８に記録され
た学習情報の中から、特徴量抽出部４１４からの特徴量に対応する学習情報を照会する。
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学習情報照会部５１１は、照会した学習情報に基づいて、特徴量抽出部４１４からの特徴
量と対応付けられている選択情報を、表示制御部４１２に供給する。
【０１６７】
　ステップＳ５６において、表示制御部４１２は、学習情報照会部５１１からの選択情報
に基づいて、更新後処理画像および更新前処理画像のうち、その選択情報で示される方の
みを表示装置２０２に表示させる。
【０１６８】
　以上の処理によれば、重要度の高いシーンについて、学習結果に基づいて、ＳＷの更新
により画質が変化した後の画像と、画質が変化する前の画像のうち、術者にとってより好
適な方を表示することができる。
【０１６９】
　以上においては、本開示に係る技術を内視鏡手術システムに適用した例について説明し
たが、本開示に係る技術が適用され得るシステムはかかる例に限定されない。例えば、本
開示に係る技術は、検査用軟性内視鏡システムや顕微鏡手術システムに適用されてもよい
。
【０１７０】
　また、本技術の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本技術
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０１７１】
　さらに、本技術は以下のような構成をとることができる。
（１）
　術部画像に、ソフトウェアによる画像処理を施す画像処理部と、
　前記画像処理が施された前記術部画像の表示を制御する表示制御部と
　を備え、
　前記画像処理部は、前記術部画像に前記ソフトウェア更新前の前記画像処理を施した更
新前処理画像と、前記術部画像に前記ソフトウェア更新後の前記画像処理を施した更新後
処理画像とを生成し、
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像の少なくともいずれ
か一方の少なくとも一部の表示を制御する
　手術用画像処理装置。
（２）
　前記画像処理部は、前記ソフトウェア更新前の前記画像処理と前記ソフトウェア更新後
の前記画像処理とを並行して行う
　（１）に記載の手術用画像処理装置。
（３）
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像と前記更新後処理画像とを、１つの画面に同時
に表示させる
　（１）または（２）に記載の手術用画像処理装置。
（４）
　前記表示制御部は、ユーザの操作に応じて、前記画面における前記更新前処理画像およ
び前記更新後処理画像の表示サイズを調整する
　（３）に記載の手術用画像処理装置。
（５）
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像と前記更新後処理画像とを、それぞれ異なる表
示装置に表示させる
　（１）または（２）に記載の手術用画像処理装置。
（６）
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像のうちユーザに選択
された方を表示させる
　（１）または（２）に記載の手術用画像処理装置。
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（７）
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像と前記更新後処理画像とを、所定の比率で画素
毎に加算して表示させる
　（１）または（２）に記載の手術用画像処理装置。
（８）
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像の第１の領域と、前記更新後処理画像の前記第
１の領域以外の第２の領域とを合成して表示させる
　（１）または（２）に記載の手術用画像処理装置。
（９）
　前記第１の領域は、画面が左右に２分割された一方の領域であり、
　前記第２の領域は、前記画面が左右に２分割された他方の領域である
　（８）に記載の手術用画像処理装置。
（１０）
　前記第１の領域は、画面の中心を含む中心領域であり、
　前記第２の領域は、前記画面における前記中心領域より外側の周縁領域である
　（８）に記載の手術用画像処理装置。
（１１）
　前記第１の領域と前記第２の領域との境界は、ユーザの操作により決定される
　（８）乃至（１０）のいずれかに記載の手術用画像処理装置。
（１２）
　前記更新前処理画像と前記更新後処理画像の差分を演算する差分演算部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記差分が所定値より大きい場合、その旨を報知する情報の表示を
制御する
　（１）または（２）に記載の手術用画像処理装置。
（１３）
　前記画像において所定のシーンを検出するシーン検出部をさらに備え、
　前記表示制御部は、検出された前記シーンについて、前記更新前処理画像および前記更
新後処理画像のうちのユーザに選択された方を表示させる
　（１）または（２）に記載の手術用画像処理装置。
（１４）
　検出された前記シーンの特徴量を抽出する特徴量抽出部と、
　抽出された前記特徴量と、検出された前記シーンについて、前記更新前処理画像および
前記更新後処理画像のうちの前記ユーザに選択された方を示す選択情報とを対応付けて、
履歴情報として記録する記録制御部とをさらに備える
　（１３）に記載の手術用画像処理装置。
（１５）
　前記履歴情報に基づいて、前記シーンの前記特徴量毎に、検出された前記シーンについ
て、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像のうちのいずれが前記ユーザに選択さ
れたかを学習する学習部をさらに備える
　（１４）に記載の手術用画像処理装置。
（１６）
　他の画像において検出された所定のシーンの前記特徴量に対応する学習結果を照会する
照会部をさらに備え、
　前記表示制御部は、照会された前記学習結果に基づいて、前記他の画像における前記所
定のシーンについて、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像のうちのいずれかを
表示させる
　（１５）に記載の手術用画像処理装置。
（１７）
　術部画像に、ソフトウェアによる画像処理を施す画像処理部と、
　前記画像処理が施された前記術部画像の表示を制御する表示制御部と
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　を備える手術用画像処理装置が、
　前記術部画像に前記ソフトウェア更新前の前記画像処理を施した更新前処理画像と、前
記術部画像に前記ソフトウェア更新後の前記画像処理を施した更新後処理画像を生成し、
　前記更新前処理画像および前記更新後処理画像の少なくともいずれかの少なくとも一部
の表示を制御する
　ステップを含む画像処理方法。
（１８）
　術部画像を取得する手術用撮像装置と、
　前記術部画像に、ソフトウェアによる画像処理を施す画像処理部と、
　前記画像処理が施された前記術部画像の表示を制御する表示制御部と
　を有する手術用画像処理装置と
　を備え、
　前記画像処理部は、前記術部画像に前記ソフトウェア更新前の前記画像処理を施した更
新前処理画像と、前記術部画像に前記ソフトウェア更新後の前記画像処理を施した更新後
処理画像とを生成し、
　前記表示制御部は、前記更新前処理画像および前記更新後処理画像の少なくともいずれ
か一方の少なくとも一部の表示を制御する
　手術システム。
【符号の説明】
【０１７２】
　２０１　画像処理装置，　２１１　画像処理部，　２１２　表示制御部，　２２１　Ｓ
Ｗ更新後画像処理部，　２２２　ＳＷ更新前画像処理部，　２８１　表示制御部，　３０
１　画像処理装置，　３１１　画像処理部，　３１２　表示制御部，　３２１　ＳＷ更新
後画像処理部，　３２２　ＳＷ更新前画像処理部，　３２３　差分演算部，　３３１　Ｏ
ＳＤ処理部，　４０１　画像処理装置，　４１１　画像処理部，　４１２　表示制御部，
　４１３　シーン検出部，　４１４　特徴量抽出部，　４１５　記録制御部，　４１６　
履歴情報記録部，　４１７　学習部，　４１８　学習情報記録部，　４２１　ＳＷ更新後
画像処理部，　４２２　ＳＷ更新前画像処理部，　４３１　ＯＳＤ処理部，　５１１　学
習情報照会部



(23) JP WO2018/180573 A1 2018.10.4

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(24) JP WO2018/180573 A1 2018.10.4

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(25) JP WO2018/180573 A1 2018.10.4

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(26) JP WO2018/180573 A1 2018.10.4

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(27) JP WO2018/180573 A1 2018.10.4

10

20

30

40

【国際調査報告】



(28) JP WO2018/180573 A1 2018.10.4

10

20

30

40



(29) JP WO2018/180573 A1 2018.10.4

10

20

30

40



(30) JP WO2018/180573 A1 2018.10.4

10

20

30

40



(31) JP WO2018/180573 A1 2018.10.4

10

フロントページの続き

(81)指定国・地域　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DJ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,G
T,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JO,JP,KE,KG,KH,KN,KP,KR,KW,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX
,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,
TN,TR,TT

(72)発明者  高橋　健治
            東京都港区港南１丁目７番１号　ソニー株式会社内
Ｆターム(参考) 4C161 AA24  CC06  LL03  VV04  WW03  WW04  WW05  WW10 

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 手术图像处理设备，图像处理方法和手术系统

公开(公告)号 JPWO2018180573A1 公开(公告)日 2020-02-06

申请号 JP2019509271 申请日 2018-03-16

[标]申请(专利权)人(译) 索尼公司

申请(专利权)人(译) 索尼公司

[标]发明人 白木寿一
宮井岳志
高橋健治

发明人 白木 寿一
宮井 岳志
高橋 健治

IPC分类号 A61B1/045

CPC分类号 A61B1/00009 A61B1/0005 A61B1/00057 A61B90/37 G16H30/40 G16H40/40 G06F11/1433 G06T1/00 
G06T7/00 G06T7/0012 H04N5/23293 H04N5/232941 H04N5/2624 H04N5/23225 H04N7/18

FI分类号 A61B1/045.610

F-TERM分类号 4C161/AA24 4C161/CC06 4C161/LL03 4C161/VV04 4C161/WW03 4C161/WW04 4C161/WW05 4C161
/WW10

代理人(译) 西川 孝
三浦佑介

优先权 2017072244 2017-03-31 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

技术领域本发明涉及一种外科手术图像处理设备，图像处理方法和外科
手术系统，其允许容易地比较软件更新之前和之后的图像。 图像处理单
元通过软件对手术区域图像执行图像处理，并且显示控制单元控制进行
了图像处理的手术区域图像的显示。 图像处理单元生成通过对手术区域
图像进行软件更新之前执行图像处理而获得的更新前处理后的图像以及
通过对手术区域图像进行软件更新之后进行图像处理而获得的更新后的
处理后图像。 控制更新前处理后的图像和更新后处理后的图像中的至少
一个的至少一部分的显示。 本技术可以应用于内窥镜手术系统的CCU。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9bc19b0e-2c00-4c40-b790-a2c1627a2352
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/063675571/publication/JPWO2018180573A1?q=JPWO2018180573A1

